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1. 「三池炭鉱歴史資料データベース」プロジェクトからのデータ

「三池炭鉱歴史資料データベース」プロジェクト

日本学術振興会科学研究費助成事業研究成果公開促進費プロジェクト

2018～2020年度

● 三井鉱山五十年史稿⇨デジタル画像
○ （ライセンス：パブリック・ドメイン）

● 三池争議関係資料（ビラなど）⇨目録データ
○ （ライセンス：クリエイティブ・コモンズ 0）



三井鉱山
五十年史稿



目録データ（大原目録の標準化）



2. 将来にわたる活用のための基礎的な仕掛け

資料のライセンス

● 「パブリック・ドメイン（PD）」⇨著作権が切れていることを明示

● 「クリエイティブ・コモンズ0（CC0）」⇨著作権を放棄してパブリック・ドメインに提供す

ることを明示（目録には著作権は発生しないが明示することが重要）

＊クリエイティブ・コモンズ・ライセンスとは

（https://creativecommons.jp/licenses/）



ライセンスが明示されていない場合

● 利用に際して問い合わせが必要になる

● ⇨利用が避けられてしまう

ライセンスが明示されている場合

● 誰でもその都度許可をとることなく自由に利用できる

● ⇨さまざまな利用ができる



3. 活用の可能性

テキスト化（文字おこし）

利点

● 内容の検索ができるようになる

● 内容の計量化・可視化⇨目で読んだだけではわからない発見

方法

● OCR（光学文字認識）技術の利用

● 共同文字おこし



Google Booksで「石炭」「原子力」「再生可能」の出てくる頻度（英語）



みんなで翻刻（くずし字の翻刻プロジェクト）



青空文庫（著作権切れの書籍のテキスト化）



デジタル資料の追加

● 画像化
○ かつては高価な機材が必要であったが、タブレット端末などでずいぶんと良い画像

が作れるようになった。

● 目録作成
○ Google スプレッドシートなどを使えば、オンラインで共同で目録を作ることができ

る。

○ オンライン検索システムに載せるためには目録の標準に従うことが重要。

○ 大牟田に蓄積された知識の重要性！



ヨーロッパの
「ヨーロピアナ」
の開催する資料収集
イベント



三池炭鉱歴史資料デジタル化
ワークショップ（2019年3月）



多様な情報との関連付け

地理情報との関連付け

● 地図への資料のマッピング

他の資料や記録との関連付け

● 多言語利用（一部は英語目録を作成中）



https://diyhistory.org/public/iiifyanesen/neatline/fullscreen/sento


多言語化（英語版目録）



歴史を書く

大牟田市史編纂

● 大牟田市だからできたこと
● 大規模な資料収集
● 市民の手でできることの明確化

大牟田市民の歴史の伝統と「ネットワーク」

● 資料を集める伝統
● 歴史を書く伝統
● 教材や美術作品

⇨できることから使える道具を使って歴史と対話する大牟田の伝統


